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ボ
ウ
に
は
イ
ヌ
リ
ン
や
ヤ
ミ
ヘ

　
　
ル
ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ
ン
等
の
食

物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

食
物
繊
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸

収
や
急
な
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
、

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
予
防
に
は
た
ら
く
成
分
、
ま
た

腸
内
環
境
を
改
善
す
る
作
用
も
あ
り
、

大
腸
が
ん
の
予
防
に
も
期
待
で
き
ま

す
。
食
物
繊
維
の
歯
ご
た
え
は
そ
し

ゃ
く
回
数
を
増
や
し
、
唾
液
の
分
泌

を
促
し
、
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
を
促
す

作
用
が
便
秘
解
消
に
も
効
果
的
な
た

め
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
材
と
し
て
も
オ
ス

ス
メ
で
す
。

　
リ
グ
ニ
ン
は
切
り
口
に
出
て
く
る

成
分
な
の
で
、
さ
さ
が
き
な
ど
断
面

の
多
い
切
り
方
を
す
る
と
よ
り
パ
ワ

ー
を
発
揮
し
ま
す
。
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洞爺湖町次世代支援対策

推進地域行動計画の再編

に関するご意見を

　
　
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

　
　
に
基
づ
き
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
か

つ
、
育
成
さ
れ
る
地
域
社
会
の
形
成

を
実
現
す
る
た
め
、
市
町
村
や
一
定

規
模
の
企
業
な
ど
に
お
い
て
は
、
平

成
17
年
度
中
に
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
地
域
行
動
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
本
町

で
は
、
平
成
18
年
3
月
27
日
の
合
併

以
前
に
、
旧
虻
田
町
、
旧
洞
爺
村
が

そ
れ
ぞ
れ
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
地
域
行
動
計
画
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
　�

　
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
は
「
ふ

た
つ
の
計
画
書
」
の
内
容
を
継
承
し

な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
旧
町
村
に
お
け
る
各

々
の
計
画
書
を
、
新
町
に
お
け
る
「

ひ
と
つ
の
計
画
書
」
と
し
て
再
編
成

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
う
え
で
、
平
成
20
年
3

月
末
を
目
途
に
再
編
を
完
了
す
る
予

定
で
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。�

　
紙
面
の
都
合
上
、
旧
町
村
の
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
地
域
行
動

計
画
」
全
文
を
、
広
報
に
掲
載
で
き

な
い
た
め
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
次
の
場
所
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま

す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
計

画
へ
の
反
映
は
、
計
画
審
議
の
た
め

に
設
置
す
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
地
域
行
動
計
画
策
定
委
員
会
に

お
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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．
旧
町
村
の
計
画
書
を
公
開
し
て

い
る
場
所
　�

・
本
庁
健
康
福
祉
課
福
祉
係
／
・
総

合
支
所
総
務
住
民
課
／
・
洞
爺
湖
温

泉
支
所
窓
口

　２
．
ご
意
見
な
ど
を
お
受
け
す
る
期

限
　

　
1
月
31
日
（
木
）
（
必
着
）�

３
．
ご
意
見
な
ど
の
提
起
方
法
　

　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
用
紙
に
よ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
健
康

福
祉
課
福
祉
係
宛
に
お
届
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
は
、
原
則
、
公
開
い
た
し

ま
す
。
　

　
こ
の
た
め
、
電
話
に
よ
り
ま
す
ご

意
見
な
ど
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
旨
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
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推
進
地
域
行
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に
対
す
る
ご
意

見・
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号

・
ご
意
見
等
（
提
起
の
趣
旨
・
提
起

の
内
容
）
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提
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先
】

・
電
子
メ
ー
ル
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合
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次

ゴ

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

食
物
繊
維
で
生
活
習
慣
病
や

大
腸
が
ん
の
予
防
に
な
る
ゴ
ボ
ウ

　請求制限は、平成20年3月31日までです。

　この請求期限を過ぎますと、法律の規定によ

り、特別弔慰金を受ける権利が消滅します。

対象者　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成

17年4月1日において、公務扶助料、遺族年金等

を受ける方がいない場合に、次の順番による優

先順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給され

ます。

１．弔慰金の受給権者

２．戦没者等の子

３．㈰父母㈪孫㈫祖父母㈬兄弟姉妹（戦没者等

と生計関係を有していなかった方などは除きま

す）

４．上記1から３以外の㈰父母㈪孫㈫祖父母㈬兄

弟姉妹�

５.上記１から４以外の三親等内の親族（戦没者

等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有

していた方に限ります）�

■給付内容　額面40万円、10年償還の記名国債

■担当課　　健康福祉課福祉係（　74－3001）

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
今
月
は
15
日
を
締
切
り
と
し
、
20

日
に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76
ー
４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75
ー
２
７
０
４

役
場
　
産
業
課
　
　
74
ー
３
０
０
５

酸
消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

特別弔慰金の請求はお済ですか

「


